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国士舘を支えた人々
部大臣など、様々な要職を歴任し、また著作権法制定の草分けとなった大人物である。　
水野錬太郎（号を香堂）は、一八六八（慶応四）年一
月一〇日、江戸詰秋田藩士の父水野立三郎と母八重の長男として、東京浅草鳥越町の秋田藩邸に生まれた。水野が生まれた当時の東京は、まさに「明治元年の上野の戦争の時」であり、 「父母の話によれば家は浅草鳥越の佐竹藩邸内に在っ ので、 砲声が殷々と聞こへ、 実に恐かった」 （ 「懐旧録
　
前編」尚友倶楽部・西尾林太郎編『水野
錬太郎回想録・関係文書』山川出版社、一九九九年）という状況であった。明治維新後 父の帰藩にともない一家そろって秋田に移り、幼年期を秋田岩崎町で過ごしたが、一八七一（明治四）年の廃藩置県により、一八七四（明治七）年頃より家族とともに再び東京へ戻った。　
東京へ戻ってからは本所の私塾に入学したが、正規の
写真 1　水野 錬太郎
　
一九二九（昭和四）年、 国士舘は創立以来の宿願であっ
た高等教育機関設置への先駆けとなる国士舘専門学校を創設し、その校長に水野錬太郎（写真１）を迎えた。水野は、貴族院議員、朝鮮総督府政務総監、内務大臣、文
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学校で教育を受けたいとの気持ちから、その後、共立学校（後の開成中学）へ入学し、当時同校で教員をしていた高橋是清のもとで英語を学んだ。毎月の試験では「優等」の成績をおさめていたという（松波仁一郎編『水野博士古稀記念
 論策と随筆』水野錬太郎先生古稀祝賀
会事務所、一九三七年） 。共立学校在 中から大学への進学を考えており、それには「大学予備門に入る が宜い」 （前掲『論策と随筆』 ）という友人同志の話から、一八八四（明治一七）年には大学予備門（後の第一高等学校）を受験し合格した。この大 予備門で、水野は夏目金之助（漱石）や山田武太郎（美妙）など、異彩を放つ多くの学友に恵まれた。後年水野は両人を「吾輩の同級生の異彩」と評している。特に山田とは文 上の趣味から、卒業後もよく交際していた（ 「夏目漱石と山田美妙齋」前掲『論策と随筆』 ） 。大学予備門卒業後は希望どおり、帝国大学法科大 法律学科に入学した。　
一見華々しくみえる学歴ではあるが、水野の回顧録に
このようなエピソードがある。
失業者となった。―政府は金
録（禄）
公債なるものを発行
し、是等離職士族の救済に充てた。併し其額は極めて微々たるものであった。自分の家に例にとって見ても、自分の家は廿五石 扶持を受けて居ったが金録公債は僅かに八百三十円であった。この公債丈けでは迚も生計を維持しては行けぬ。 （前掲「懐旧録前編」 ）
明治維新の改革は政治上社会上の一大変革であった。―内政に於ては武士階級がなくなり四民平等となり、多年封建制度下に生活したる武士は職を離れ
　
士族困窮の時代にあって、水野一家の生活状況も例外
でなく、辛酸をなめた。書物もろくに買うことが出来ないこの生活難のなか、水野は苦学生として勉学に励んだようである。新山虎治編『水野錬太郎閣下と其故郷』 （誠光堂、一九三五年）には、学資を得るために水野が筆耕や牛乳配達などをしていた話が掲載されている（ 「牛乳配達から大臣」 ） 。 しくも、国士舘の創立者柴田德次郎も同じく「牛乳配達」などをしながら 校 卒業した苦学生であった（熊本好宏「野田卯太郎」 『国士舘史研究年報
　
楓
』第二号、学校法人国士舘、二〇一一年） 。
水野は苦学の末、一八九二（明治二 ）年七月 帝国大学法科大学法律学科を首席で卒業した　
大学卒業後は、大学時代の恩師穂積陳重の紹介で渋沢
栄一の知遇を得たことから 彼が頭取を務める第一国立
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銀行に入行した。水野は入行早々、銀行事務職をこなす一方で、東京商業会議所（後の東京商工会議所）の会頭でもあった渋沢に依頼され、三菱本社管事荘田平五郎、明治生命保険創業者阿部泰蔵など財界 錚々たる面々に、週に一、 二回民法や 法の講義を行った。しかし、一年もたたずして同じく大学時代の恩師で当時農商務省参事官であった梅謙次郎の推挙により、農商務省に転じ官界入りすることとなった。農商務省では次官金子堅太郎のもとで鉱業法改正や森林法制定に従事した。半年ほど農商務省にて勤務する 、次に内務省の都筑馨六から声がかかり、一八九四（明治二七）年五月 は内務省に転じ、参事官となった。以後、一九一 （大正元）年一二月に内務省を辞するまで同省に勤務し　
内務省在職中には大臣秘書官、文書課長、神社局長な
どを務める傍ら、 時の内相樺山資紀の直々の指示により、著作権法案の起草 奔走し、欧米諸国を歴訪して制度の調査をし、列国著作権同盟の事務局で資料収集を 。帰国後は同属の赤司鷹一郎 小倉正恒ら ともに 案の起草に着手し、 全文五〇条か なる著作権法を完成させ同法案は第一三帝国議会に提出、可決された。　
著作権法について、以後水野は多くの論文を書き、講
演を行っている。 九〇三（明治三六）年一月には「著
作権ノ基礎及性質著作権保護ニ関スル模範的法案ト日本」と題する学位論文を提出、母校より学位博士号を得ている（西尾林太郎「官僚政治家 ・ 水野錬太郎」前掲『回想録』 ） 。またこの頃から講師として早稲田専門学校（後の早稲田大学） 、日本法律学校（後の日本大学） 、英吉利法律学校（後の中央大学） 、また母校の帝国大学、第一高等学校などで行政法、破産法、著作権法等を教授した。　
長く官僚生活を送った水野も、大正期に入り、依願免
官し、同時に貴族院議員に勅選された。水野が政界に足を踏み入れるきっかけとなったのは、原敬と 邂逅であった（前掲西尾論文） 。水野が内務省神社局長兼大臣秘書官であった時代に、時の内務大臣原に仕え、同時に原の政治的人脈の中に組み込まれていった。 一九一六 （大正五）年からは内務次官を務め、一九一八（大正七）年には寺内正毅内閣において内相 就任し、初の入閣を果たす。翌年には原敬内閣のもとで朝鮮総督府政務総監に就任、一九二二（大正一一）年には加藤友三郎 閣に内務大臣として入閣し、一九二四（大正一三）年の清浦奎吾内閣においても内務大臣を務め 。 その後一九二六 （大正一五）年には立憲政友会に入会している。　
一九二七（昭和二）年、田中義一内閣のもとでは文部
大臣に就任したが、これが最後の入閣とな 外相の
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依つて本月一日山﨑、徳富両委員及柴田理事同道、水野氏を訪問、委員一同の希望を開陳の結果、 氏の快諾を得候。 （ 「国士舘維持委員会経過報告につき書簡」一九二八年一一月、渋沢史料館所蔵資料）
後任人事に端を発し、水野に対する天皇の勅諚が貴族院にて問題化した、 いわゆる「水野文相優諚問題」により、水野は辞 に追い込まれた。一九二八（昭和三）年五月のことであった。　
水野錬太郎と国士舘の関わりはこの後から始まる。水
野が文部大臣を務め い 際、文部省政務次官であった山崎達之輔が、水野と国士舘とを結びつけ　
山崎達之輔は福岡県大川出身の官僚で、どのような経
緯から国士舘と繋 りを持ったのかは史料不足のため不明な点が多いが、一九二七（昭和二）年 国士舘維持委員会委員に選出されている。　
国士舘は一九二五（大正一四）年の中学校設置を受け
て、創立以来の宿願であった高等教育機関、特に大学設置へ向けて本格的に動き していたが、この計画 中心的役割を担った野田卯太郎の急逝により専門学校の設置へと計画変更をした。大きな期待を寄せられての専門学校の門出に、山崎が手引きして水野錬太郎を校長に推したのである。
　
委員一同の希望が叶い、国士舘専門学校校長に水野が
就任した。これをうけて、水野は一九二九（昭和四）年三月一六日付で「国士舘専門学校設立挨拶文」 （国士舘史資料室所蔵、法人記録史料№一九六六）を関係各所に送付している。そのなかで水野は、当時の軽佻浮華な世相を鑑み、 「東洋固有の文化の精髄を発揚し、質実剛健の士風を興起し」て、 「武道に依りて心身を鍛錬」し、世界で活躍する有為の人材を育成することが最も肝要であると説き、そのために「心身修養 場とし 」国士舘専門学校の統率に尽力していく決意を述べている。　
一九二九（昭和四）年四月一五日、大講堂における専
門学校開校式典で、校長の水野は教育勅語および式辞を奉読した。　
かねてより、水野には独自の「国士」認識があり、随
筆のなかで、板垣退助や杉浦重剛を「真の国士」と評している。水野のいう「国士」とは、 「人格崇高に て峻
山
﨑（ママ）
委員より前文部大臣水野錬太郎氏を学長に迎
へたき旨提案、是亦満場一致承認の上散会致し候。
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厳清廉」であり、 「国事に奔走し常に国家を以て念とし、一家の計をなさず」 、 「一茅屋に住み、赤貧洗ふが如く、子孫に対して何等の計を立てず、一身を国家のために捧げ」る人物をいった。つまり、自らの利権を求めることをせず、一心に世のため人のための事業を全うする人物こそ、 「誠に国士たるの本分を完うした人」 （ 「 士 典型板垣伯」前掲『論策と随筆』 ）であるとしている。　
このことからも、西洋の智識偏重教育ではなく、東洋
の精神教育を基調とした真の人格者「国士」の養成を教育目的として掲げる国士舘 、自身 「国士」理想を重ねたことは、想像に難くない。校長を快諾したこと 背景には、 国士舘教育への大きな期待があったと思われる。　
水野は、専門学校と同年に設置認可を受けた国士舘実
務学校の校長も引き受けている。その後の本学 おいての具体的な職務については、残念ながら史料が不十分のため、足跡を辿ることは難しい。本学所蔵資料からは、一九二九年頃専門学 剣道科学生からな 「 民団遊説隊」が結成した際に、国士舘顧問 頭山満や徳富猪一郎（蘇峰） らとともに後援者を務めたこと、 また一九三二 （昭和七）年一 月 四日の「鏡泊学園設立賛同趣旨文」への署名から、鏡泊学園設立にも協力していたこ がうかがえる。さらに、 （昭和四）年一二月五日に本
学に東久邇宮稔彦親王一行が来学した際には、校長として、学園の案内をした（写真２） 。　
水野が国士舘に籍を置いていたのは一九三七（昭和
一二） 年頃までである。 昭和一〇年代半ば戦時体制が序々に強化され いくなかで、水野は一九四一（昭和一六）年には大日本興亜同盟結成に参加、さらに副総裁、総裁事務取扱を経て統理となった。しか 、そのこと 災いし、 戦後の一九四五（昭和二〇）年一二月に「Ａ級戦犯」容疑者に指定され、公職追放となり、自宅拘禁を余儀なくされた。その 一九四七（昭和二 ）年には容疑者指定を解除されたが、一九四九（昭和二四）年、神奈川県大磯町の別邸慕賢堂で病 て八 年の生涯を閉じた。勲一等旭日大綬章、勲一等旭日桐花大綬章受章。公職追放は解除されないままでの まさ 不遇の晩年であった。　
一九三五（昭和一〇）年八月二四日、水野は地元秋田
県岩崎町町民有志の寄附で完成した自身の胸像除幕式に出席するべく、郷里に帰っている。その除幕式挙行記念パンフレット（前掲新山編著）中に「青年学校と図書館」という記事が掲載されている。一九一八（大正七） 三月三一日に創立した岩崎青年学校についての記事だが、この学校は水野の巨額の寄附により創設されたもの
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あった。また校内には水野の寄贈による「水野文庫」が設けられている。その学校のある郷里の気風について、水野は後年「真摯健実であり、余 最も快とする所」と述べ、
写真 2　東久邇宮稔彦親王来学時の水野錬太郎（左端）（昭和 4 年 12 月 5 日）
文化は軽佻浮華であつてはならぬ。何處までも質実剛健でなければならぬ。地方の麗はしき醇美の気風は之を保持し之を奨励し、以 我が国民性の堅固なる精神を涵養することは最も必要なることである。教育家為政者は深く茲に思ひを致されたいと思ふ（後略） （ 「恵澤荘」前掲『論策と随筆』 ）
と言及している。この言はまさに国士舘が目指す教育にほかならないものであった。　
水野はあらゆる方面からの人望を集め、法律家や内務
官僚政治家 して広く名を馳せ 人物である。そしてまた、当世の教育を案じ、地域・国にその一生を捧げ、激動の時代を駆け抜けた真の「国士」であり、国士舘教育の一翼を担った傑人であった。
